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道 路 局 企 画 課 

 

第１回日印道路交流会議の開催について（報告） 

 

この度、国土交通省では、インド国道路交通省とともに、インド国ニューデリーに

おいて、「第１回日印道路交流会議」を開催致しました。本会議は、インド国モディ

首相の来日に合わせ本年９月１日に締結した「道路および道路交通に関する協力枠組」

において会議の設置に合意し、同月２４日に太田国交大臣とガドカリ道路交通・海運

大臣との会談において１０月末のインドでの開催を確認し、実現したものです。 

 

（１）日程：平成２６年１０月３０日（木）  １０：００～１４：００ 

（２）会場：インド・道路交通省会議室 

（３）主催：国土交通省、インド・道路交通省（共催） 

（４）出席者（約２５名） 

［日本側］国土交通省 大臣官房審議官（道路）       佐南谷 英龍 

 道路局道路交通管理課長       菊地 春海 

 総合政策局海外プロジェクト推進課長 七條 牧生 

ほか 

［インド側］道路交通省局長           アルケシュ・シャルマ 

ほか 

 

（５）会議概要 

会議では、道路整備の財源制度、今後の開発が注目されるインド北東州地域の道路

整備、両国共通の課題である道路構造物の老朽化対策等についてそれぞれ発表し、意

見交換を行いました。 

 

【インド側発表】 

道路財源制度や道路整備への民間資本の活用状況が紹介されました。特に、民間資

本の活用については、２０１２年からの五箇年計画では道路投資額全体に占める民間

資本が４７％に達するなど、世界でも極めて高い水準となっています。また、国道開

発事業（National Highway Development Project）や北東州道路特別推進計画（Special 

Accelerated Road Development Program in North East）などの道路整備計画と進捗

状況が示され、今後の整備における日本の協力と技術の活用に期待する旨の発言があ

りました。 

 



【日本側発表】 

・料金プール制などの高速道路整備における有料道路制度 

・インド・北東州の整備に有益な法面保護などの山岳地における道路建設技術 

・道路インフラの老朽化対策に関する政策、高速道路を例にした体系的な維持管理

の仕組み、インドの損傷橋梁を対象にした補修方法の提案 
 

会議の結果、財源制度を含め、道路整備の政策的な課題について、情報交換を継続

していくこと、また、インドの北東州を中心とした山岳地の道路整備や道路構造物の

維持管理・補修に日本の技術が活用できる可能性があり、引き続き協力を推進してい

くことを確認しました。 

会議で得られた知見は、双方の道路行政における課題解決に向け参考にするととも

に、インドにおける日本の道路技術の展開など、日印両国の道路に関する技術交流を

強化して参ります。 

 次回の日印道路交流会議は、２０１５年に日本で開催することで合意しました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

佐南谷大臣官房審議官（道路）の開会挨拶    シャルマ局長の開会挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場の様子（１）           会場の様子（２）      

【問い合わせ先】 

国土交通省 道路局 企画課 国際室 富山、宮田 

電 話  03-5253-8111（内線：37542、37555） 

夜間直通 03-5253-8906  ＦＡＸ 03-5253-1618  


